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市
民
の
皆
さ
ん
に
家
族
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
観
光
に
訪

れ
る
市
外
の
方
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
ま
す
。

　

旧
ヒ
ダ
工
場
に
、
土
管
・
陶
管

な
ど
を
生
産
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
江
別
に
は
「
れ
ん
が
と
や
き

も
の
の
ま
ち
」
と
し
て
、「
も
の

づ
く
り
」
で
発
展
し
て
き
た
ま
ち

の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
運
営
事
業
者
が
決
め
た

Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
つ

く
る
」。
も
の
づ
く
り
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

家
族
で
楽
し
め
る

　
　

お
店
が
ズ
ラ
リ

　

Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｉ（
エ
ブ
リ
）は
、
江
別

（
Ｅ
ｂ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
）と
れ
ん
が（
Ｂ

ｒ
ｉ
ｃ
ｋ
）の
造
語
で
す
。

　

出
店
す
る
の
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
、
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
飲
食
店
、
市い
ち
ば場

、
物
販
な
ど

の
お
店
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
江

別
の
食
材
を
使
い
、
れ
ん
が
窯
で

焼
き
上
げ
た
パ
ン
や
ピ
ザ
な
ど
を

提
供
す
る
ほ
か
、
市
場
で
は
農
産

物
を
提
供
し
ま
す
。

 ▲ 江別産れんがを使った3m四方の窯
開店に向け、手積みをしています

　
　

 

催
し
で
に
ぎ
わ
い
を

　

お
店
以
外
に
も
地
域
の
方
の
交

流
の
場
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
催
し
の
際
に
活
用
し

ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
で
の
利
用
も
可
能
（
有
料
）

で
、
食
や
物
販
、
雑
貨
市
な
ど
の

企
画
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
を

　
　

盛
り
上
げ
る
学
生

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
内
で
目
を

引
く
黒
板
の
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
。

全
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
一
部

を
北
翔
大
学
の
学
生
た
ち
が
描
き

ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
旧
ヒ
ダ
工
場
の
再

生
に
ち
な
ん
で
、「
江
別
の
未
来
」。

若
い
感
性
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

　
江
別
窯
業
の
歴
史
を
伝
え
る
産
業
遺
産「
旧
ヒ
ダ
工
場
」。

　
そ
の
姿
を
保
存
し
な
が
ら
、に
ぎ
わ
い
を
地
域
に
も
た
ら
す
商
業
施
設

「
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
」に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

㈮

　
　

コ
ン
セ
プ
ト
は

　
　
「
つ
く
る
」



� ������

旧ヒダ工場の歩み
　旧ヒダ工場の歴史は、昭和 16 年に建設
された肥田土管工場に始まります。現存す
るれんが造りの建物は、昭和 26 年から 28
年に建てられたものです。平成 10 年に株
式会社ヒダが自主廃業するまで、主に土管
や陶管などを生産していました。

保存・活用事業
　歴史的建造物の保存・活用のため、平成
12 年に市が旧ヒダ工場を取得。平成 21 年
に経済産業省の近代化産業遺産に認定され
ました。
　これまで施設の一部を姉妹都市との経済
交流を行う江別グレシャムアンテナショッ
プとしてきましたが、民間のアイデアで、
さらなる利活用を図るため、保存活用事業
者を公募。
　平成 26 年度にストアプロジェクト株式
会社（札幌）から応募があり、事業者選定委
員会の審議を経て、活用事業者に決定。市
と20年間の土地建物使用貸借契約を結び、
3月 25 日、全館オープンを迎えます。

民間の力で生まれ変わる
「旧ヒダ工場」

を
集
め
て
、
市
内
観
光
に
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
　

地
域
の
活
性
化

　

今
後
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

に
備
わ
る
魅
力
発
信
と
観
光
案
内

機
能
に
よ
り
、市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
巡
り
を
促
す
な
ど
、
施
設
の
魅

力
・
集
客
力
を
活
か
し
て
江
別
全

体
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。　

　

● 開館時間／10時～22時
● 駐車場／約100台

● 住所：江別市東野幌町 3-3
　（JR 野幌駅より徒歩 5分）

イオン江別店

JR 野幌駅 JR高砂駅
JR 函館本線

国道12号
新
栄
通

EBRI

至 札幌 至 岩見沢

鉄東線

アクセスＭＡＰ

保存活用事業など…商工労働課 ☎ 381-1023
施設運営など…EBRI（エブリ）☎ 398-9570
観光・特産品の情報など
…江別アンテナショップGET'S ☎ 398-9558
※最新情報は運営事業者のホームページへ。
（http://www.ebri-nopporo.com/）

詳 

細

が
、Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

北
海
道
情
報
大
学
の
学
生
は
、

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
塗
り
絵
を

雪
だ
る
ま
に
投
影
す
る
「
ゆ
き
だ

る
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
」
を
企
画
。
2
月
16
日
㈫
か

ら
21
日
㈰
ま
で
、
毎
晩
映
し
出
さ

れ
る
作
品
は
、
オ
ー
プ
ン
迫
る
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
　 

3
市
の
魅
力
発
信

　

先
行
オ
ー
プ
ン
し
た
江
別
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
’
Ｓ（
ゲ
ッ

ツ
）
は
、
江
別
は
も
と
よ
り
、
姉

妹
都
市
グ
レ
シ
ャ
ム
市
や
友
好
都

市
土
佐
市
の
特
産
品
を
展
示
販
売

し
ま
す（
営
業
時
間
10
時
〜
20
時
）。

　 

　
市
内
の
観
光
案
内

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

見
ら
れ
る
ほ
か
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
手
に
入
り
ま
す
。
情
報

 ▲ 3 市の特産品を展示販売する
江別アンテナショップGET'S

▲観光案内の横に催しの日程を掲示 

▲

 パンフレットが手に入るコーナー

▲ 市内のイラストレーターと打ち
合わせを重ねる北翔大生ら

▲

子どもが描いた塗り絵を
ゆきだるまに投影

▲

目を引くチョークアート
北翔大生が一部を描き替えます
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